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	【応募申請書（エントリーシート）】


· 全体で10ページ以内に収まるようにしてください。
· 表紙・別添資料は上記のページ数から除いて考えます。
· 次ページ以降、記入欄の大きさは自由に変更してください。
	募集期間：2015年3月4日(水)～2015年4月27日(月) 正午
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1． 応募申請者の基本情報
	ふりがな
	
	年齢
	写真
画像添付

	申請者氏名
	
	　　　　　歳
	

	ふりがな
	

	企業・団体名
該当する方は記載ください
	

	企業・団体ＵＲＬ
該当する方は記載ください
	

	連絡先
	住所
	〒


	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	携帯電話
	

	
	E-MAIL
	


2． 組織概要
	活動分野
複数選択
することも可
	□ 少子高齢社会対策
	□ まちづくり・地域活性化
	□ 共生社会づくり（女性・外国人・障害者等）

	
	□ 次世代教育
	□ 環境保全
	□ 伝統・文化継承
	□ 途上国支援

	
	□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	設立年
	年　　　　　月
	

	役職員数等
	役員（理事）
	名
	

	
	常勤スタッフ
	名
	非常勤スタッフ
	名

	
	会員
	名
	ボランティア
	　名

	財政規模
（直前事業年）
	資本金又は正味財産
	　　円（平成　　年度実績）

	
	年間収入
	　円（平成　　年度実績）

	
	年間支出
	　円（平成　　年度実績）

	ミッション／
ビジョン
	

	主な
事業内容
	※主な事業に関わるステークホルダー相関図等も示してください。


	沿革
	

	受賞歴等
	

	活動成果
	※下記に過去３か年の主な事業による成果を記載してください。
（例）過去３か年の顧客数の推移、商品の販売個数の推移、イベント実施回数・参加者数の推移
※可能な場合には、財務諸表や収支状況がわかる書類等を別添資料としてご提出ください。

	
	項目
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


3． 希望するプロボノ支援コース
· どちらか希望する支援コースにチェック☑を入れてください。
	□ 組織運営に関する課題解決のためのプロボノ支援
	□ 特定の事業に関する課題解決のためのプロボノ支援


	⇒「特定の事業に関する課題解決のためのプロボノ支援」を選択した方は以下の「４．事業概要」
にその内容を記載してください。

	⇒それ以外の方は、P.4の「５．パーソナルストーリー」に進んでください。


4． 事業概要　※本項目はプロボノ支援を受けたい特定事業について記載してください。
事業目的
	事業分野
複数選択
することも可
	□ 少子高齢社会対策
	□ まちづくり・地域活性化
	□ 共生社会づくり（女性・外国人・障害者 等）

	
	□ 次世代教育
	□ 環境保全
	□ 伝統・文化継承
	□ 途上国支援

	
	□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	※具体的な事業の目的を記載してください。



事業内容（詳細）
	※事業モデル、ステークホルダー相関図等も示してください。



他社・他団体の事業にはない優位性
	


当該事業により期待される社会的インパクト
	※事業が有する実施意義と、期待される社会的インパクトについて記載してください。
（例）「子育て環境の充実」「ホームレス問題解消に向けた雇用創出」等について、どの程度の社会的インパクト（課題改善の規模、問題

の質の変化等）が期待できそうか。



収支計画
	※当該事業の収支計画について現時点で見通しのある方は下記に記載してください。形式自由。別添資料とすることも可。



5． パーソナルストーリー ～ この組織・事業にかける想い ～
	※創業者の方は、どういう想いで起業されたのか、どういう想いで事業に取り組んでいるのか、その背景となる原体験も含めたパーソナルストーリーについて教えてください。
※創業者でない方も、どうして現在の組織に所属することになったのか、どういう想いで事業に取り組んでいるのかを教えてください。
※可能であれば、上記のストーリーを象徴するような写真等も枠内に添付してください。



6． 本プログラムに期待する具体的な支援内容
	※募集要項の内容を踏まえ、本支援プログラムに期待する支援内容について、詳しく記載してください。選択した支援コースに関連する「組織運営上の課題」や「特定の事業実施に関する課題」も教えてください。



7． （該当者のみ）これまでに本プログラムによるプロボノ支援を受けた実績がある場合、その支援による成果と、今回申請する内容の特徴・前回との違い
	※これまでに本プログラムによるプロボノ支援を受けた実績のある団体の応募につきましては、過去に当社が支援した成果をふまえた申請内容であることを選考の基準といたします。どのようなステップアップや新たな発展を狙っているのかをお教えください。



8． （該当者のみ）当社役職員の貴法人への関わり
	※審査の公平性を保つ観点から、当社役職員が継続的に貴法人の経営判断に携わっている場合（理事・幹事・評議員･取締役等に就任している場合）は、氏名および貴法人における役職を明記してください。



9． その他応募にあたっての抱負、アピールポイント等
	


以上
申請書No.


（事務局使用欄）
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